薬学6年制　病院実務実習手順書

岐阜県病院薬剤師会
薬学生実務実習委員会

① オリエンテーション、病院内見学、薬剤部内見学

午前

白衣、名札等の支給、実務実習スケジュール表、実習項目と評価表、調剤マニュアル、院内医薬品集の配布

　　以下について講義を行う

（１）病院・薬剤部概要、実習における心構え

（２）実習スケジュール、実習上の留意点等について

（３）医療倫理、守秘義務について

（４）安全管理上の留意点について

午後

患者の診察過程に沿って同行し、病院内の診療システムおよび病院に所属する部署について説明

薬剤部内の各部署を見学し、その業務内容を相互に関連付けて説明。

【課題】処方せんの受付から患者への医薬品交付、服薬指導までの流れを図式化しなさい（注射薬含む）

対象：H101、H102、H118
【課題】「医療の担い手」としての薬剤師に関する倫理的な規則（規定）を挙げなさい

　　対象：H601
② 調剤

　調剤部門では、調剤機器を用いたリスクマネジメントを含めて、調剤業務全般を体験する。また模擬処方箋を用いて各薬剤についての知識、処方鑑査の理解を深める。

（１）１日目　調剤業務全体の流れ、処方せんの形式・種類、注意すべき点等について説明する。

（２）2日目以降
調剤実習、疑義照会・服薬説明の見学もしくは薬剤師付き添いのもとで実施する。

【課題】薬袋に記載すべき項目を挙げなさい

【課題】初診の患者に以下の処方が行われました。疑義照会の項目を挙げなさい。


対象：H103、H104、H105、H106

· 錠剤包装機の取り扱いに関する注意点、1包化調剤の必要性・注意点について説明した後、調剤実習又は見学を行う。

【課題】錠剤自動分包機を使用する際の、メリット・デメリットを挙げなさい

　　　　また、一包化する場合に適当でないと考えられる薬剤を挙げなさい

対象：H109

· 実際に発行された処方せんについて、指導薬剤師付き添いのもと調剤を行う。

　　また、調剤する際の具体的な注意点について説明する。

【課題】以下の薬剤について、一般名、用法、用量について調べなさい

　　　●リウマトレックス　　　　●デモダール

【課題】複数規格ある薬剤で、規格により色形が異なる薬剤を挙げなさい

　　　例）トリプタノール　10mg：青色　25mg：黄色

【課題】異なる商品名で、一般名が同じ薬剤を挙げなさい

　　　例）バファリンとバイアスピリン、セルシンとダイアップ

対象：H107、H126

· 毒薬・劇薬・麻薬・向精神薬の取り扱いに関する注意点を説明。その後、調剤実習又は見学を行う。また、麻薬・毒薬・向精神薬管理簿（システム）を用いて入手庫記録を行う。

【課題】採用されている麻薬を挙げ、取り扱い上の注意点を3つ挙げなさい

対象：H108
· 散剤調剤（秤量器、分包機、粉砕機）、水剤調剤の使用法、注意点を説明した後、調剤実習を行う。

【課題】以下の処方について疑義照会の項目を挙げなさい。


西4階　　　　小児科

患者氏名　●●　　●●　　様　1歳4ヶ月　　性別　男

１．　 ケフラール細粒小児用100mg/g　　　　0.3g

　　　 分3　毎食後　　　　　　　  　　　　7日分

2．　　ムコダインDS 333mg/g　　　　  　 　1g 

　　　 アスベリン散100mg/g　　　　　　　  0.3g

　　　　分3　毎食後　　　　　　　　     　 7日分
【課題】以下の処方について疑義照会の項目を挙げなさい。


東６階　　　　耳鼻科

　　　　　　　　　　

患者氏名　●●　　●●　　様　79歳　　性別　男

１．（粉）プロスタール錠25mg　  　　　2錠

　　　 分2　朝夕食後　　　　　　　  　7日分

2．　　ムコダインDS 333mg/g　　　　  1500mg 

　　　　分3　毎食後　　　　　　　　　 7日分

３．（粉）ハルナールD錠0.2mg　　　　 1錠

　　　　分1　朝食後　　　　　　　　　 7日分

４．（粉）パリエット錠10mg　　　　　　1錠

　　　　分１　朝食後　　　　　　　　　 7日分

５．（粉）シンメトレル錠50mg　　　　　3錠

　　　　分3　毎食後　　　　　　　　　 7日分
対象：H110、H112

・特別な注意を要する医薬品（抗悪性腫瘍薬など）の取り扱いに関する注意点を説明した後、調剤実習又は見学を行う。
【課題】外来患者さんに以下の内容が処方されました。問題に答えなさい。


　　　　　　　　ティーエスワンカプセル25mg　　2カプセル

　　　　　　　　　1日2回　朝夕食後　28日分
問１．ティーエスワンカプセルに含まれる成分、配合目的を調べなさい。

問２．ティーエスワンの相互作用（併用禁忌）の組み合わせと、その理由を調べなさい。

問３．外来患者さんの多くは、複数の医療機関を受診しています。この患者さんについて、併用禁忌を回避するために、薬剤師が行わなければならないことを考えなさい。

問４．複数の医療機関を受診している患者さんについて、相互作用、重複処方を回避するためには、どのような対策が有効だと思いますか。いくつか考えなさい。

対象：H111
・調剤された処方に対する鑑査手順について説明した後、指導薬剤師の鑑査を見学する
【課題】以下の処方を鑑査する場合、疑義照会すべき項目を挙げなさい。


HCU　　　　高次救命

　　　　　　　　　　

患者氏名　●●　　●●　　様　30歳　　性別　女

１．　　タケプロンOD錠15mg　　　　　1錠

　　　　分1　夕食後　　　　　　　　　　5日分

2．　　ムコソルバン錠15mg　　　　　　 1錠

　　　　分1　夕食後　　　　　　　　　　5日分

3．　　ビオフェルミンR錠　　　　　　　3錠

　　　　分3　毎食後　　　　　　　　　　5日分

４．　　ガスター錠20mg　　　　　　　　2錠

　　　　分2　朝夕食後　　　　　　　　　5日分
対象：H113
· 患者説明が必要な薬剤、特殊な使用方法の医薬品（吸入薬、インスリン、眼軟膏など）の使用方法について説明する。また、お薬受け渡し窓口での対応、注意点、服薬指導について説明した後、指導薬剤師の患者指導を見学する。

【課題】ワーファリンの服用上の注意点をリストアップし、模擬患者に対して説明をしなさい（学生同士のロールプレイ）

【課題】インスリンのデモ器を使用し、操作手順・保管方法の説明書を作成しなさい。また、その説明書をもとに模擬患者に対して指導をしなさい（学生同士のロールプレイ）

対象：H114、H115、H116、H117
（３）安全管理

· 調剤過誤の実例およびその防止対策について説明する。

· 実習中に発生した過誤があれば、原因を分析させ、安全対策を立案させてこれをインシデントレポートとして提出させる。

【課題】以下の設問に答えなさい


あなたは病院薬剤師です。グリチロン錠の棚にグリミクロン錠が58錠入っているのを見つけました。

問１．どのような調剤過誤が発生した可能性がありますか。また、最悪の場合、患者さんにはどのような被害が生じたと考えられますか。

問２．あなたおよび医療機関が行わなければならないことを5つ以上上げなさい。

問３．この過誤を防止するための対策を3つ以上あげなさい。
対象：H107、H126、H127
（４）随時・模擬処方せんによるSGD

　　　　・模擬処方箋による処方鑑査の学生主体の討論（ＳＧＤ）実施

※その日のリーダーを決め、リーダー中心に活発に討論するように指導する。内容として、医薬品相互作用、重複処方、過量投与、休薬期間等について考え、約1時間を目処に結論をリーダー（学生）から発表させ、薬剤師からコメントを出し、それらを踏まえてレポートとして翌日に担当薬剤師に提出させる。

以降、全ての部門で同様に実施する。
③ 注射剤調剤

　　注射剤調剤部門では、調剤機器を用いたリスクマネジメントを含めて、注射剤調剤業務全般を体験する。また模擬処方箋を用いて各薬剤についての知識、処方鑑査の理解を深める。

（１）1日目　　注射剤調剤の全体の流れ、留意事項等について説明する。

・混合調製対象となっている注射調剤の流れを説明し、注射ラベルに記載すべき項目についても補足説明する。
（２）2回目以降
　調剤実習、疑義照会・見学もしくは薬剤師付き添いのもとで実施する。

・注射処方箋に必要な記載事項とその注意点について説明する。注射薬自動払出装置の見学、注意すべき点について説明した後、調剤実習または見学を行う。




【課題】概観が酷似している組み合わせを挙げなさい





例）ビソルボン注とラシックス注、ノルアドリナリン注とボスミン注




【課題】以下の処方箋に基づいて調剤を行い、疑義照会の項目を挙げなさい


東６階　　　　消化器内科

　　　　　　　　　　

患者氏名　●●　　●●　　様　79歳　　性別　男

１．大塚糖液50%　500mL


1袋

　　大塚糖液10%　500mL


1袋

　　エレメンミック注2mL


2A

　　マルタミン注射用



1V

　　ガスター注射用20mg


2A

    パントシン注2mL


2A

　　ネオアミュー200mL


2袋

　　大塚食塩注20%20mL


2A

　　フェジン40mg2mL


2A

　　KCL注20mEqキット20mL


6本

　　　点滴時間：24時間

　　　投与経路　末梢ルート

対象：H119、H120、H121、H125、H126
· 向精神薬・毒薬・麻薬注射剤の取り扱いに関する注意点を説明する。その後、調剤実習または見学を行う。また、麻薬・毒薬・向精神薬管理簿（システム）を用いて入出庫記録を実施する。

【課題】以下の処方箋に基づいて調剤を行い、疑義照会の項目を挙げなさい

　　　

東４階　　　　婦人科

　　　　　　　　　　

患者氏名　●●　　●●　　様　64歳　　性別　女

ソリタ－Ｔ3号 500mL
3　本

実施時間:12:00/15:00/09:00 

点滴速度166mL/h:＊点滴時間3時間で

投与経路:末梢ﾙｰﾄ

ブリプラチン注25mg 50mL
1　Ｖ

大塚糖液5% 500mL
1　袋

実施時間:12:00 

点滴速度183mL/h:＊点滴時間3時間で

投与経路:末梢ﾙｰﾄ

カイトリル注射液3mg 3mL
1　Ａ

大塚生食注 100mL
1　本

実施時間:12:30 

点滴速度103mL/h:＊点滴時間1時間で

投与経路:末梢ﾙｰﾄ

ベプシド注100mg 5mL
1.3　Ｖ

大塚生食注 100mL
1　本

実施時間:15:00 

点滴速度35mL/h:＊点滴時間3時間で

投与経路:末梢ﾙｰﾄ

対象：H123、H124
④ 製剤部門（院内製剤と抗がん剤調製・TPN無菌調製）
製剤部門の実習項目として、１）院内製剤の調製に加え、２）抗がん剤およびTPNの無菌調製を行う。

《院内製剤》

（１）1日目
無菌調製の全体の流れ、院内製剤の受注、登録、調製、交付の流れ、業務実施上の留意事項等について説明する。

（２）2日目以降　院内にて製造している院内製剤について説明を行った後、指導薬剤師付き添いのもと、調製業務を体験する。

【課題】点眼薬の院内製剤を調製する場合の注意事項について、以下の問いに答えなさい


1． 生食点眼薬（院内製剤）の調製時における留意点を列挙しなさい

2． 生食点眼液製造後の必要な品質検査に関して調べなさい

対象：H501、H502
《抗がん剤調製》
（１）1日目
抗がん剤処方の交付の流れ、調製手順、調製上の注意点、鑑査等について説明する。

（２）2日目以降　実際の抗がん剤調製について見学もしくは薬剤師付き添いのもとで実施する。

【課題】抗がん剤調製手技について注意すべき点を5つ挙げなさい

【課題】以下の抗がん剤を調製する時の注意点を具体的に挙げなさい


注射用エンドキサン500mg
2　Ｖ

大塚生食注100mL
1　本

注射用テラルビシン10mg
7　Ｖ

大塚糖液5% 100mL
1　本

対象：H123、H124
《TPN無菌調製》

（１）1日目
TPN処方の交付の流れ、調製法、調製上の注意点、鑑査等について説明する。

（２）2日目以降　実際のTPN調製について見学もしくは薬剤師付き添いのもとでの実施する。

【課題】クリーンベンチと安全キャビネットの相違点を具体的に挙げなさい

【課題】以下の処方について、疑義照会の項目を挙げなさい


大塚糖液50% 500mL
200　mL

大塚糖液10% 500mL
1　袋

エレメンミック注 2mL
1　Ａ

マルタミン注射用
1　Ｖ

ガスター注射用20mg
1　Ａ

パントシン注10% 200mg/2mL
1　Ａ

ネオアミユー 200mL
1　袋

大塚『食塩』注10% 20mL
1　Ａ

カルチコール注射液8.5% 425mg/5mL
1　Ａ

イントラリポス20% 100mL
1　袋

実施時間:１日２回 

点滴速度86mL/h:＊点滴時間12時間で

投与経路:中心静脈（IVH）
対象：H122
⑤ ＴＤＭ

（１）1日目　ＴＤＭ業務の内容、院内でのＴＤＭ対象薬剤、投与設計の実際例等についての説明する。

（２）2日目以降　実際の症例をもとに担当薬剤師とともにＴＤＭを体験させる。また、薬物中毒患者の対応と解毒方法について説明する。
【課題】病棟から、「誤ってハルシオン（0.25mg）を10錠飲んでしまった。対処方法を教えてほしい」との連絡があった。適切な対応を示しなさい

【課題】以下のTDM事例を見て、医師への薬剤師コメントを作成しなさい


	患者情報
	
	
	目標血中濃度
	

	年齢
	81歳
	
	ピーク値
	25～50μg/ml

	体重
	52.6kg
	
	トラフ値
	10～15μg/ml
	　

	身長
	147.6cm
	
	
	
	

	性別
	女性
	
	実際の血中濃度
	

	Scr.
	0.44mg/dL
	
	
	
	

	計算Ccr.
	83.3ml/min
	
	日付
	採血時間
	血中濃度

	実測Ccr.
	45ml/min
	
	1/4
	5:50
	9.7μg/ml

	
	
	
	
	
	

	投与歴
	
	
	
	
	

	日付
	開始時刻
	投与量
	点滴時間
	回数
	投与間隔

	1/1
	17:52
	500mg
	2時間
	1回
	12時間

	1/2
	5:50
	500mg
	2時間
	1回
	12時間

	1/2
	17:39
	500mg
	2時間
	1回
	12時間

	1/3
	5:47
	500mg
	2時間
	1回
	12時間

	1/3
	17:28
	500mg
	2時間
	1回
	12時間

	1/4
	6:20
	500mg
	2時間
	1回
	12時間

	
	
	
	
	
	

	臨床検査値
	
	
	
	
	

	　
	12/29
	1/1
	1/4
	1/11
	

	Cr.(ml/min)
	0.44
	0.44
	0.45
	0.54
	

	BUN(mg/dL)
	7.8
	8.5
	11.5
	18.1
	

	CRP(mg/dL)
	8.88
	13.8
	10.06
	7.83
	

	WBC(/μL)
	6760
	6830
	6560
	10800
	


	他
	

	尿量
	1500ml/日


対象：H503、H504
⑥ 医薬品情報提供（0.5日を18回）

（１）１日目　医薬品情報部門の業務内容、病院、薬剤部内での役割、業務および情報提供の流れ等について説明する。
（２）2日目以降　院内への医薬品情報提供の手段、方法について説明する。その後、緊急安全性情報、不良品回収などの緊急情報の取り扱いについて説明する。
【課題】手術前に休薬期間が必要な薬について、当院採用薬品を対象として薬剤名、薬効（作用機序、中止する日数について表を作成せよ

【課題】製薬会社よりトリアゾラム0.125mg含有の｢薬品A錠0.125mg｣に関して以下のような自主回収のお知らせがありました。どの様に対応したらよいか考えなさい。

｢薬品A錠0.125mg｣の自主回収のお知らせ

一般名：トリアゾラム
販売名：薬品Ａ錠0.125mg
対象ロット：1035C

＜回収理由＞

ロット1035Cの長期安定性試験試料（6カ月）について溶出試験を行ったところ、承認規格に適合しない結果が得られましたため、自主回収することに致しました。

＜危惧される具体的な健康被害＞

溶出が遅いことに伴い吸収の遅れが生じる可能性が考えられますが、含有量（定量値）は規格内であり、治療上に大きな影響はないと考えております。従いまして、本剤の溶出率に関連すると考えられる副作用等の健康被害が発生する可能性は少ないと考えられます。
　　　　　対象：H301、H302、H305
・過去に作成した院内情報提供（DIニュース）を元に作成方法、注意点について説明する。その後、個人ごとにテーマを与え、DIニュースを作成させる。
・医薬品情報管理室で実施する製薬会社の製品説明へ参加させる。
【課題】医療スタッフ用のオピオイド適正使用のためのDIニュースを作成しなさい　【課題】患者さん用の正しいインスリンの取り扱いについての説明書を作成しなさい

　　　　　　　　対象：H303、306、307

・医薬品・医療機器等安全性情報報告制度、報告書について説明する。
　　　　　【課題】各施設における報告を例として、報告書を作成させる。

　　　　　　　　対象：H304

⑦ 薬剤管理指導
・病棟としては外科系および内科系の各1病棟を選択する。ここではお薬手帳を使った入院時初回面談から退院時服薬指導まで一貫した薬剤管理指導を体験する。さらに、入院時初回面談や退院時服薬指導、退院時共同指導において薬薬連携の必要性を学び、状況に応じて薬薬連携の業務を体験する。

・病棟業務においては、ICT、NST、褥瘡チーム活動、緩和ケアチーム活動などのチーム医療における活動にも参加する。また、糖尿病教室、点眼教室などにも薬剤師と同行する。

・集中治療室（ICU：薬剤師1人専任）配属の薬剤師に同行し、ICUにおける薬剤師の業務内容、役割について理解する。

（１）1日目　病棟での薬剤業務の内容、薬剤管理指導について、薬剤師の果たす役割、患者・医師・看護師との関わり等について説明する。その後。電子カルテおよび薬剤管理指導支援システムについて説明する。
【課題】薬剤管理指導の目的を挙げなさい

対象：H401

（２）２日目以降　病棟における薬剤の保管場所、保管方法、施用記録方法などを説明し、病棟配置薬の定数確認を体験させる。

【課題】病棟定数注射剤の有効期限を調べている中で、フルマゼニル（アネキセート®）、フロモキセフナトリウム（フルマリン®）が、来月、有効期限が切れることに気が付いた。２種の薬剤についてどう対処すればよいか検討しなさい。
対象：H401

・担当薬剤師の患者情報収集および服薬指導に同席させ、薬剤管理指導の実際を見学させる。また、収集できた情報のうち、医師や看護師に提供すべき情報を抽出させる。

・実際に同席した患者に対して実施した服薬指導について、薬剤管理指導記録をＳＯＡＰ形式で作成させる。
【課題】以下の患者情報や指導内容に基づいて、ＳＯＡＰ形式で薬剤管理指導記録を作成しなさい



指導前に収集できた患者情報

【患者背景】

性別：男性　　年齢：57歳

病名：2型糖尿病（合併症無）

【現病歴】

50歳の時、口渇・倦怠感で近医受診し糖尿病と診断された。その後、外来通院にて内服治療（オイグルコン5mg→アマリール3mg）と食事療法を開始していたが、2007年春頃からHbA1cが7.5～10％となり血糖コントロール不良となった。今回、インスリン導入および糖尿病教育目的で3週間の予定で紹介入院となった。

【入院時検査値】

AST：28　ALT：24　Cre：0.75　BUN：13.9

血糖：289　HbA1c：10.5

【処方薬】

入院時（11/20）

アマリール3mg　朝

セイブル150mg　毎食直前

ニトロールＲ40mg　朝夕

バイアスピリン100mg　朝

11/20　初回指導実施

アマリール3mgからノボラピッド・ノボリンNに変更のため以下を立案

＃１　インスリンに対する説明（作用時間、取扱い上の注意点など）と血糖コントロール
11/27　2回目薬剤管理指導実施

・インスリンに対する理解度、血糖コントロール確認実施

12/4　3回目薬剤管理指導実施時のデータ

11/30からメルビン750mg　毎食後　追加

ノボラピッド10単位(朝)－8単位(昼)－8単位(夕)　ノボリンN 10単位（眠前）

血中CPR　食前1.98　　食後5.35

SMBG：158(朝前)‐140(昼前)－189(夕前)－179(眠前)

　　　　　　実際の指導内容

12月4日（3回目薬剤管理指導）

薬剤師：こんにちは。インスリンはもう慣れましたか？

患者　：そうだね。最初は針が怖かったんだけど、慣れたら大丈夫だね。もう一人でもできるよ。打ち方は覚えた。

薬剤師：そうですか。今はどの場所に注射していますか？

患者　：お腹に打ってるよ。毎回打つ場所をずらすように心がけているよ。

薬剤師：血糖はどうですか。順調に下がってますか？

患者　：今は200を超えることはないね。2日前に初めて低血糖があった。冷や汗が出て動悸が激しくなったので自分でもわかったよ。看護師さんにブドウ糖10gをもらって飲んだらすぐに血糖は回復した。

薬剤師：そうですか。今はセイブルとうい食事の吸収を遅らせて食後血糖上昇を押さえる薬を飲んでいます。この薬を飲んでる時に低血糖が起こった場合は必ずブドウ糖を摂ってくださいね。砂糖だと低血糖の回復が遅れることがありますので危険です。

患者　：わかりました。

薬剤師：ところで数日前から1日3回毎食後に飲む薬が増えましたね。この薬はインスリンの効きをよくする効果があります。ですから、今後インスリンの量がもっと減らせるかもしれませんね。ただし、低血糖には十分注意が必要です。正しい低血糖の対処方法を確認しておいてください。

患者　：わかりました。

薬剤師：この薬が始まって、食欲不振とか下痢の症状はありますか？

患者　：今のところ大丈夫だよ。ところで、入院中はインスリン打つことは問題ないんですが、退院すると仕事もあるし．．．とても1日4回なんて打てないよ。できれば退院後はインスリンは打ちたくないんだけど。

薬剤師：そうですか。検査の結果ではインスリンの分泌は保たれているようです。ですから、食事療法をしっかり守っていけば今後インスリンの回数を減らしたり中止にすることは十分可能だと思います。それには薬物療法だけではなく、食事療法も勉強して退院後もしっかりと食事を守ることが重要です。

患者　：わかったよ。退院まで数日あるから、食事のこともこれからしっかり覚えておくよ。

薬剤師：がんばってください。
対象：H403、404、405、406
・新規入院患者に対して、入院時持参薬に関する医薬品情報を調査し、報告書を作成させる。

・指導薬剤師の初回面談に同席させ指導を見学させる。

・指導薬剤師が立会いのもと、実際の患者に対して初回面談を実施する。

・収集できた情報のうち、医師や看護師に提供すべき情報を報告させる。
【課題】持参薬として下記の薬品が持ち込まれた。ＯＤＰ包装されている薬剤を鑑別し薬剤名、成分名、規格、適応等を調べて表にしなさい。

また、患者は冠動脈バイパス術の予定が有ります。中止すべき薬剤を挙げ、いつから中止すべきか答えなさい。


1.E256　　1　　2錠　1日1回　朝食後

2.JG11　　5　　1錠　1日1回　朝食後

3.*　122　　　 2錠　1日1回　朝食後

4.BA/100　　　 1錠　1日1回　朝食後

5.Tw/PT　　　　2錠　1日1回　朝食後

6.*/716　　　　1錠　1日1回　夕食後
【課題】初回面談のチェック項目を挙げなさい

　　　対象：H402、403、405
　　　・実際の入院患者を受け持ち、医師の治療方針を理解したうえで、開放型質問方法や共感的態度を実践し、適切な薬剤管理指導を体験させる。

　　　・患者との会話を通して、服薬状況や医薬品の効果、副作用を把握させる。

　　　・患者の薬物治療上の問題点をリストアップさせ、ＳＯＡＰを作成させる。

　　　・治療効果が不十分な場合や副作用が疑われる場合について、適切な対処方法について検討し、医師に提案させる。
　　　【課題】下記の薬剤について、重大な副作用と特徴的な症状や患者の訴え、また副作用発生の参考となる検査値等についてまとめなさい。


1 ワーファリン

2 アマリール

3 クレストール

4 アムロジン

5 サンリズム
対象：H403、404、405、406、407
・指導薬剤師と同席のもと、医師が行うカンファレンス、回診に参加する。

・適切な薬物療法の実施について、他の医療スタッフと必要な意見を交換する。
【課題】チーム医療における薬剤師の役割として、具体的な取り組みを挙げて説明しなさい。

対象：H402、408
（３）随時・模擬処方せんによるSGD

・模擬症例（課題）を用いて、薬剤管理指導録の作成（プロブレムリストの作成、指導方針の決定、SOAP、等）について学生主体の討論を実施させる（ＳＧＤ）。

・模擬症例（課題）を使いた服薬指導のロールプレイを学生同士で実施させる。
（４）ＮＳＴ，ＩＣＴ等のチーム医療活動への同行（実施可能な病院）

・ICU・HCUへの業務内容の理解…事前に学生に課題を配布し，学生主体の討論を実施させる（ＳＧＤ）。
・糖尿病教室、点眼教室、ワーファリン教室等、薬剤師が関わる集団指導があれば、随時薬剤師に同行する

　　　　　　糖尿病教室…事前に学生に課題を配布し，学生主体の討論を実施（ＳＧＤ）

　　　　　　点眼教室…事前に学生に課題を配布し，学生主体の討論を実施（ＳＧＤ）
　　　　　【課題】以下の点眼薬を使用している白内障術後の患者に対して、各々の点眼薬の使用目的と点眼を行ううえでの注意点を挙げなさい


１．クラビット点眼5ml
1本


1日4回　左眼

２．0.1％リンデロン点眼5ml　1本


1日4回　左眼

３．ジクロード点眼5ml
1本


1日4回　左眼

４．ミドリンP点眼5ml
1本


　　　　1日1回　左眼
　　　　　【課題】当院に採用されているインスリンの種類を列挙し、作用発現時間、作用持続時間、使用上の注意点などについて分類しなさい。

　　　　　　　対象：H402、408
（５）薬局、他病院との連携業務

・患者入院時における面談において、患者情報の詳細について患者の同意の下に薬局もしくは他病院から情報のやり取りを行う。

・退院時の患者への指導においては、お薬手帳を活用し、患者の同意の下に退院後の薬局がわかれば、連絡をとり、服薬上の注意事項等について情報提供するとともに、薬局からも情報（ジェネリック薬処方等）を入手する。
【課題】お薬手帳の使用意義および使用上の注意点を列挙し、患者に分かりやすく説明しなさい（学生同士のロールプレイ）

対象：H102、408、601
⑧ 薬品管理・供給・保存、病棟在庫管理

（１）1日目　薬品管理全般について説明した後、薬品管理業務（医薬品の採用、医薬　　品の購入手続き、医薬品の購入、医薬品の使用）について説明する。（院内薬事委員会の開催頻度、採用医薬品、削除医薬品の決定プロセス、等を含む。）
・適正な薬品管理（在庫管理および品質管理）について説明する。その後購入医薬品の検収、払い出し、棚への補充を行う。

・医薬品の請求および発注について、指導薬剤師付き添いのもと実習を行う。
【課題】医薬品の購入を行う上で、薬を購入する時期、購入する量はどのようなことに注意して行うべきか。また、それらを適切に行うためにはどのような情報が必要となるか検討しなさい。
対象：H201
（２）2日目以降

・購入医薬品の検収、払い出し、棚への補充を行う。

・院内他部署の定数配置薬品の管理（払い出し、在庫管理）に関する実習を行う。

・法的規制を受ける薬品の管理について実習を行う。
【課題】以下の問題に答えなさい

・薬品の採用，削除を決定するときの薬剤師が考慮すべき点について繁用薬品および希少薬品を例に検討しなさい。

・医薬品の回収の連絡があった時にとるべき薬剤師の対応について検討しなさい。

　　　　　また、院内で不良薬品が発見された場合の薬剤師の対応について検討しなさい。

・医薬品の品質で注意すべき点を挙げ、購入医薬品の品質チェックをどのように行うべきか検討しなさい。

・法的規制を受ける薬品の管理方法について特定性生物由来製品、向精神薬、麻薬、毒薬(筋弛緩薬)、消毒用エタノールを例に検討しなさい。

　対象：H202、203、204、205、206
⑨ 総括（最終日もしくは最終週）

報告会の実施：1人10分を目安として、作成したDIニュースおよび担当した症例についての報告、実習全体を通して身についたこと等を報告させる。薬剤部職員からは質疑、コメントを行う（約5分を目安）。
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処方せん





RP.1　パナルジン錠100mg　　　　２錠


　　　アイトロール錠20mg　 　　２錠


　　　　　1日2回　朝・夕食後　　　28日分





RP.2　メバロチン錠10mg　　 　　３錠


　　　ベザトールSR錠200mg　　　３錠


　　　　　1日３回　毎食後　　　　28日分





RP.3　ラシックス錠20mg　　 　　１錠


　　　アルダクトンＡ錠25mg　　 １錠


　　　　　1日1回　夕食後　　　　　28日分





RP.4　ハルシオン錠0.25mg　 　　２錠


　　　　　1日1回　就寝前　　　　　7日分





　　　　　　　　　　――以下余白――





医師名　岐阜　太郎


投与開始日　平成19年12月1日


発効日　平成19年12月1日





臨時　144





患者番号　○○○○○○○


氏　　名　岐阜　一郎


生年月日　昭和29年1月1日


年齢　54歳


性別　男


科名・病棟　循環器内科　４Ｂ


　　男性
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